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１
１
１

自然をたいせつにし、美しいまち！をつく
りましょう 、 ，

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう 、

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましょう

覇
１
１

、

発行と編集喜課繍蠕磯＃灘壗印 刷藤枝印刷所

新
春
を
飾
る
恒
例
の
消
防
出
初
め
式

は
、
１
月
ｕ
日
晴
天
の
も
と
市
役
所
前

通
り
で
消
防
団
員
３
３
６
人
と
、
泌
台

の
ポ
ン
プ
車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
車
、

そ
し
て
２
台
の
救
急
車
か
参
加
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
午
前
９
時
か
ら
国
旗
掲
揚
、

殉
職
者
へ
の
黙
と
う
な
ど
が
行
な
わ
れ

）

新
春
の
出
初
め
式
で
ひ
ろ
う

レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
救
助
作
戦

～､アー

b冒〆

た
あ
と
、
人
員
や
機
械
器
具
の
点
検
な

ど
の
市
長
観
閲
が
あ
り
、
第
９
分
団
車

の
新
車
ひ
ろ
う
、
第
遁
分
団
車
と
消
防

署
の
応
用
操
法
な
ど
代
表
演
技
の
あ
と

消
防
に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
や
協
力
さ

れ
た
方
左
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

閉
式
後
、
消
防
署
員
に
よ
る
レ
ン
ジ

ヤ
ー
部
隊
が
ひ
ご
ろ
の
訓
練
を
披
露
し

高
層
化
す
る
ピ
ル
火
災
の
救
助
応
用
を

市
役
所
の
屋
上
を
使
い
ロ
ー
プ
を
た
よ

り
に
ひ
ろ
う
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

〆

市
役
所
前
通
り
か
ら
本
町
へ
力
強
い
分

〆
一

列
行
進
が
行
な
わ
れ
、
市
長
、
消
防

長
、
来
賓
の
方
々
の
観
閲
を
受
け
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

○
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
Ⅱ
黒
尾
良

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
精
續
章
Ⅱ
下
山
田
義
郎

永
年
勤
続
章
Ｉ
佐
川
順
一
郎

″
Ⅱ
大
津
正
一

○
茨
城
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
加
年
以
上
）

佐
川
順
一
郎
、
大
津
正
一

永
年
勤
続
功
労
章
（
刎
年
以
上
）

蛭
野
忠
家
、
皆
川
文
男

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰

上
君
田
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

○
茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
Ⅱ
黒
尾
良

功
労
章
Ⅱ
柴
田
香

優
良
消
防
職
員
Ⅱ
本
郷
芳

永
年
勤
続
消
防
職
団
員
妻
女

佐
川
美
智
子
、
大
津
ふ
く

○
市
長
表
彰

退
職
団
員
感
謝
状
贈
呈
Ⅱ
鈴
木
勝

晴
、
宇
佐
美
三
郎
、
箕
川
哲
之

助
、
沼
田
満
、
鈴
木
徳
一
、
鈴

木
和
夫
、
青
山
広
吉
、
峯
岸
孝

次
、
根
本
浩
、
鈴
木
幸
内
、
鈴

木
政
雄

協
力
者
感
謝
状
贈
呈
Ⅱ
佐
川
継
男

○
消
防
長
表
彰
（
消
防
協
力
者
）

市
消
防
団
第
皿
分
団
、
第
昭
分
団

○
消
防
団
長
表
彰

市
消
防
団
第
６
分
団

ロ
ー
プ
を
た
よ
り
に
市
役
所
屋
上
か
ら

救
助
作
戦
を
ひ
ろ
う
す
る
レ
ン
ジ
ャ
ー

部
隊

』
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申
告
の
必
要
な
入

こ
と
し
の
１
月
１
日
現
在
高
萩
市
に

住
ん
で
い
る
人
で
、
昭
和
印
年
中
に
所

得
の
あ
っ
た
人

①
給
与
所
得
者
で
、
２
カ
所
（
種
類

）
以
上
の
所
得
（
恩
給
、
年
金
、

：
配
当
な
ど
）
の
あ
る
人

‐
②
市
内
で
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の

事
業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人

③
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
、
医
療
費

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

④
前
年
中
途
で
退
職
し
た
人
で
、
現

在
就
職
し
て
い
な
い
人

⑤
住
所
は
高
萩
市
外
に
あ
る
が
、
高

市
・
県
民
税
は

早
め
に
申
告
を

物

、
▽
締
韓
鯛
辮
鶚
縦
諦
踵
鰈
嬬
瀧
鱒
鍾
瓢
騨
議
恕
窓
で
で
、

姪
学
校
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
道
路
の
整
備
な
ど
市
民
の
生
活
に
身
近
か
な
仕
事
を
通
じ
て
、

牛

吻

市
民
の
み
な
さ
ん
に
経
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
．
「
地
方
自
治
は
私
た
ち
が
つ
く
、

、
っ
て
い
く
の
だ
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
単
に
義
務
と
し
て
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
正
し

地
い
申
告
で
、
納
得
の
い
く
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
…
…
：
。
…
：
．
：
〃
：
。
△
命

二
月
の
合
こ鴎躍

こ
れ
を
忘
れ
ず
に

ー

ば

／

総溌鑑

用
紙
は
近
く
お
手
元
へ

申
告
言
用
紙
は
、
所
得
者
ご
と
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
直
接
郵
送
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近
転
入
、
転

居
し
た
方
や
勤
務
先
を
変
え
た
方
な
ど

で
申
告
書
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
、

次
の
方
々
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
た
人

②
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
害
を
、
市
役
所
に
提

出
し
て
あ
る
人

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
人

申
告
の
必
要
の
な
い
人

萩
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
、
ま

た
は
、
家
屋
敷
を
有
す
る
人

給
与
所
得
者
は
、
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
社
や
事
業

所
な
ど
か
ら
給
与
支
払
報
告
害
が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
申
告
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
》
、

ー

○
２
月
”
日
（
月
）

関
口
公
民
館
、

市
、
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指

導
や
受
付
を
２
月
四
日
か
ら
次
の
日
程

で
行
な
い
ま
す
。
お
日
か
ら
３
月
お
日

ま
で
市
役
所
税
務
課
で
毎
日
受
付
し
ま

す
心
（
日
‐
祭
日
、
土
曜
の
午
後
を
除
く
）

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
で
す
。

○
２
月
狙
日
（
木
）

上
君
田
公
民
館
、
下
君
田
公
民

館
、
横
川
小
学
校

○
２
月
加
日
（
金
）

若
栗
公
民
館
、
大
能
公
民
館
、

中
戸
川
公
民
館

お
手
数
で
も
市
役
所
税
務
課
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

申
告
は
早
め
に

申
告
の
期
限
は
、
３
月
妬
日
ま
で
で

す
が
、
期
限
ま
ぎ
わ
に
な
り
ま
す
と
、

た
帷
へ
ん
こ
ゑ
あ
い
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

『
』
ご
・
二
一
一
一
二
一
』
一
』
・
吟
』
一
一
画
今
・
【
閏
二
一
■
■
七
一
一
【
宮
Ｐ
一
一
一
・
●
一
一
一
一
一
■
こ
一
一
Ｆ
■
■
二
一
一
三
』
一
一
』
申
巳
『
二
画
『
■
毎
一
一
』
百
屯
一
一
一
画
呂
一
一
一
百
■
』
二

蛆
日
か
ら
各
地
で
申
告
出
張
相
談

下
組
公
民
館
、

記
入
は
正
確
に
画
■

申
告
書
は
、
昭
和
副
年
度
分
の
市
、
Ⅲ画

県
民
税
の
計
算
を
す
る
う
え
で
た
い
せ
旧

つ
な
資
料
で
す
か
ら
、
説
明
書
を
よ
く
川■

ご
覧
く
だ
さ
い
。
収
入
金
額
、
必
要
経
岬

費
、
専
従
者
控
除
に
関
す
る
事
項
、
特
酬■

別
控
除
、
所
得
金
額
な
ど
の
ほ
か
、
所
Ⅲ

得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額
に
つ
い
て
叩

も
、
そ
れ
ぞ
れ
申
告
書
に
記
入
Ｌ
て
く
Ⅲ

だ
さ
い
。
不
明
、
疑
問
な
ど
は
係
員
に
申

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■

申
告
を
し
な
い
と

申
告
を
し
な
い
場
合
に
は
、
申
告
者
工

に
有
利
な
「
諸
控
除
」
が
み
と
め
ら
れ
Ⅲ■

ず
、
税
の
負
担
が
重
く
な
り
、
余
分
な
旧

税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
副■

ま
す
。

二
一
呂
垂
二
画
。
一
二
三
二
二
宅
呂
ニ
ニ
胃
一
二
三
呂
二
一
盲
二
二
号
、
二
二
呂
閏
二
一
】
呂
二
一
呂
』
雲
一
言
ロ
ニ
ニ
呂
画
二
三
邑
一
三
舎
二
一
画
ロ
《
二
二
』
。
Ｉ

〆

ｰ

秋
山
下
公
民
館

○
２
月
型
日
（
火
）

北
組
公
民
館
、
下
手
綱
公
民
館

秋
山
中
公
民
館

○
２
月
窃
日
（
水
）
『
《

南
組
公
民
館
、
高
戸
公
民
館
、

山
手
公
民
館

○
２
月
泌
日
（
木
）

島
名
公
民
館
、
石
滝
公
民
館
、

○
２
月
”
日
（
金
）

安
良
川
公
民
館

消
防
団
第
２
分
団
詰
所
（
駅
東

地
区
）

申
告
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

○
当
日
は
、
申
告
書
に
住
所
、
氏

Ⅱ

二
■
■
二
二
二
菫
二
■
■
一
二
二
二
一
三
■
■
二
三
二
二
三
■
■
二
二
二
二
二
■
■
二
』
呂
二
三
一
■

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
扶
養
親
族
名
な

ど
必
要
な
こ
と
が
ら
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

○
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

㈹
印
か
ん

㈲
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
領
収

書
（
国
民
健
康
保
険
税
及
び
国

民
年
金
を
含
む
）

⑤
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書

目
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の
証
書

及
び
領
収
書

㈱
給
与
者
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票

市
営
住
宅
入
居
者
を

募
集

高
浜
町
花
貫
に
建
設
中
の
中
層
耐
火

４
階
建
市
営
住
宅
妬
戸
‐
４
室
（
６
畳
、

４
．
５
畳
、
３
畳
、
台
所
兼
食
堂
）
が

３
月
末
日
に
完
成
し
ま
す
。

入
居
申
し
込
み
受
付
は
２
月
略
日
か

ら
３
月
、
日
ま
で
で
市
内
に
住
所
、
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
者
で
、
申
し
込
拳

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
財
政
課
管
財

係
（
麓
内
線
２
５
４
）
へ

'蝉』盤』』 ﾆｦ
』 ｼﾆ』 rJ:1H
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あと108日後に迫る
－第27回全国植樹祭一一

’ 第27回全国植樹祭が県下大子町と高萩市の2会場で開かれます。

|"鶴職嘩獺總蝋圖駕鱒鰯｜
|憲鰯錫譜里鮮駕霊溌,謡噸鰯轆欝｜
I しをあげて承ました。 I

一一

稲田の「みかげ石」でつくられたお手まき床

趣
旨清

ら
か
な
水
、
緑
豊
か
な
大
地
こ

の
恵
ま
れ
た
自
然
と
心
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
第
訂
回
全
国
植
樹
祭
を
開
催

し
、
国
民
の
緑
化
思
想
の
高
揚
に
資

す
る
。

主
催
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

茨
城
県

大
会
テ
ー
マ
緑
を
育
て
守
ろ
う
大
地

大
会
カ
ラ
ー
緑
（
緑
豊
か
な
郷
土
）
一
ｊ一

標
語
木
を
植
え
る
心
が
つ
く
る
よ

い
郷
土
（
特
選
）

し
あ
わ
せ
が
そ
よ
ぐ
承
ど
り

図

は
ぼ
く
の
町
（
入
選
）

置

植
樹
行
事
『
Ｅ酉

開
催
期
日
昭
和
副
年
５
月
詔
日
設

開
催
場
所
茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
雑

（
荒
天
の
場
合
は
、
県
立
大
子
一
《
云

高
体
育
館
）
き

参
会
者
（
）
内
は
荒
天
の
場
合
蓉

中
央
招
待
者
：
。
…
県
外
３
，
０
０
０
お

人
（
４
０
０
人
）
‐
錘
不樹

地
方
招
待
者
県
内

１
７
，
０
０
０
人
（
１
，
１
０
０
率

人
）
全

合
計
２
０
，
０
０
０
人
（
１
，
５
回７

０
０
人
）
２第

植
樹
天
皇
、
皇
后
陛
下
の
お
手

植
え
は
そ
れ
ぞ
れ
す
ぎ
２
本
に
、
一一

や
ま
ざ
く
ら
１
本
。

招
待
者
の
植
樹

１
（
１
６
０
人
）
展
示
期
間
５
月
準
日
よ
り
配
日
ま

植
樹
祭
の
あ
ら
ま
し
合
計
＆
、
’
０
，
人
ゞ
の
，
臥
間

（
２
０
０
人
）
記
念
事
業

苗
木
は
Ｍ
年
春
学
校
な
ど
に
配
付
お
手
ま
き
Ｌ
林
業
功
労
者
の
表
彰

天
皇
陛
下
の
お
手
ま
き
種
子
２
全
国
植
樹
祭
記
念
造
林
の
推
進

面
積
１
．
７
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
す
ぎ
３
緑
化
推
進
運
動
の
展
開

ロ

樹
種
す
ぎ
・
ひ
の
き
皇
后
陛
下
の
お
手
ま
き
種
子
４
記
念
切
手
、
記
念
タ
バ
コ
、
記
念

咽
ら
か
な
水
、
緑
豊
か
な
大
地
こ
メ
ダ
ル
の
発
売
及
び
記
念
ス
タ
ン

７
，
０
０
０
本
い
ち
ょ
ぅ

心
ま
れ
た
自
然
と
心
の
ふ
れ
あ
い
お
手
ま
き
行
事

記
念
播
種
参
会
者
代
表
に
よ
る
記
プ
の
作
成

１
で
第
訂
回
全
国
植
樹
祭
を
開
催
念
播
種
を
行
な
う
．
｜
］
風
記
念
誌
、
記
念
映
画
の
作
成

開
催
期
日
昭
和
別
年
５
月
型
日

国
民
の
緑
化
思
想
の
高
揚
に
資
ａ
記
念
碑
の
建
立

開
催
場
所
高
萩
市
下
手
綱
県
有
地
一
林
業
展
示

場
所
茨
城
県
那
珂
郡
那
珂
町
市
民
総
ぐ
る
み
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動

》
。

（
荒
天
の
場
合
は
特
設
会
場
）

茨
城
県
林
業
試
験
場
内
や
道
路
、
河
川
の
ご
み
を
追
放
し
て
、

に
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
参
会
者
（
）
内
は
荒
天
の
場
合

展
示
内
容
緑
豊
か
な
茨
城
の
自
然
き
れ
い
な
ま
ち
で
全
国
植
樹
祭
を
む
か

茨
城
県
中
央
招
待
者
２
０
０
人
（
４
０

茨
城
の
林
業
な
ど
を
主
体
に
展
ま
し
よ
う
。

／
Ｉ
マ
緑
を
育
て
守
ろ
う
大
地

人
）地

方
招
待
者
１
，
３
０
０
人
示
す
る
。

二
フ
ー
緑
（
緑
豊
か
な
郷
土
）
・
ｊ
ｊ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
１
Ｉ
１
１
１
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
１
１
１
Ｉ
１
１
１
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ

一

一

口
ノ

／

一 ｮ

！
F

、

一一一一一一一一三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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全国高校ラグビー大会
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少.妙ふり
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雛… ４
６
２
人
が
お
と
な
に

全国高校ラクビー大会が1月1日から9日まで大阪府東大阪の

花園ラグビー場で閉催され、東関東代表の高萩高校が初出場

で参加、 1日午前9時開会式のあと、午前11時30分第1日の第

2試合に西中国代表（山口水産)と対戦善戦むなしく前半16対

6，後半20対4の計36対1()で敗れましたが、今後、再び全国大

会に出場することを期待して声援をおくりましょう。

成人式が1月15日、市民体育館で行なわれ、新しい

社会人として市内462（男211人、女251人）がおとな

のなかま入りとなりました。

成人者を代表して、鈴木春江（上手綱3074）さん

（写真）が「新しい未知の社会人として、今日のこ

の感激を終生忘れることなく数多い先人の労苦と努

力によって発展してきた市民であることに誇りを持

ち最善をつくす」と力強く誓いをたてました。

ヘ
ヘ

ダ
、

芦

、
｝

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
寄
贈

松
本
基
さ
ん

松
本
基
さ
ん
（
下
君
田
）
は
、
市
民

体
育
館
完
成
記
念
と
し
て
、
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
‐

こ
の
ピ
ア
ノ
の
引
き
渡
し
が
１
月
９

日
同
体
育
館
で
行
な
わ
れ
、
松
木
さ
ん

か
ら
田
崎
社
会
教
育
課
長
に
ピ
ア
ノ
の

鍵
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
松
本
さ
ん
は
、
昨
年
９
月
に

中
央
公
民
館
な
ど
施
設
整
備
費
と
し
て

多
額
の
寄
附
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ

の
た
び
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
紺
綬
褒
章

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

’
’
１
１
９
１
．
１
日
０
日
″
〃
〃

カ
メ
ラ
・
ル
ボ

グ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

一

〆
一 五

葉
松
は
残
っ
た

い
つ
か
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
数

人
で
役
員
会
を
開
い
て
い
た
と
こ
ろ
へ

「
市
内
で
一
番
太
い
五
葉
松
が
、
切
り

倒
さ
れ
そ
う
だ
！
」
と
い
う
情
報
を
も

っ
て
一
人
の
会
員
が
飛
び
こ
ん
で
き
た

ま
ず
、
保
存
す
べ
き
だ
と
一
決
。
す

ぐ
そ
の
足
で
、
持
主
の
営
林
署
へ
陳
情

署
も
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
、
大
喜
び

で
、
協
力
を
約
し
、
地
元
関
口
愛
林
組

合
の
理
解
も
あ
り
、
五
葉
松
は
残
っ
た

地
上
１
．
５
沈
の
と
こ
ろ
で
直
径
帥

蜘
余
の
五
葉
松
は
、
関
口
部
落
の
誇
り

と
し
て
、
子
孫
へ
受
け
つ
が
れ
よ
う
。

ｌ
市
内
の
太
郎
五
葉
松
は
、
先
祖

が
残
し
て
く
れ
た
た
め
に
、
お
い
ら
の

前
山
に
あ
る
ん
だ
と
・
・
…
．
。

も
を
問
わ
ず
申
し
込
み
が
続
い
て
い
る

（
連
絡
先
）
市
教
育
委
員
会
内
鈴
木
陽

子
電
話
⑧
１
１
３
１

|｜
①

| ’

高
萩
市
自
然
を
愛
す

る
友
の
会
が
出
来
て
か

ら
、
早
や
、
二
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
は

じ
め
植
物
、
野
鳥
、
昆

虫
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
家
を
中
心
に
、
一

握
り
の
人
数
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。

以
来
ポ
ッ
ポ
ッ
で
は

あ
る
が
、
女
性
、
こ
ど

高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
、

友
の
会
誕
生

自
然
を
語
り
つ
ぐ

こ
の
２
年
の
間
、
会
に
は
、
毎
月
一

回
程
度
の
行
事
が
あ
っ
た
。
花
貫
溪
谷

小
貝
浜
、
内
原
町
、
那
珂
町
へ
も
出

か
け
た
。
こ
の
会
は
、
指
導
者
に
め
ぐ

ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
市
の
環
境
は
、

海
に
接
し
な
が
ら
、
広
大
な
森
林
地
帯

も
あ
り
、
野
鳥
、
野
草
の
宝
庫
で
あ
る

近
く
、
会
発
行
の
機
関
誌
「
土
岳
」

（
創
刊
号
）
が
出
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ

欄
と
、
会
の
機
関
誌
が
、
こ
れ
か
ら
永

く
、
高
萩
市
の
自
然
を
愛
し
、
そ
だ
て

て
ゆ
く
多
く
の
人
々
の
姿
を
語
り
統
け

て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

保
存
さ
れ
た
五
葉
松
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◎
奥
さ
ん
も
加
入
し
ま
し
ょ
う
国
民

年
金
に

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
自
分
の
名

前
で
加
入
し
、
自
分
の
名
前
で
年
金
を

受
け
ら
れ
る
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制

度
の
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か

国
民
年
金
は
、
農
業
や
自
営
業
者
を

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
主
人
が

厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

家
庭
の
奥
さ
ん
も
加
入
で
き
る
た
だ
一

つ
の
制
度
で
す
。
ご
主
人
が
加
入
し
て

い
る
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
保
障
は
あ

り
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
す
と
将
来
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
令
年

》
『

奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
を

弾ﾆﾆﾆﾆ』

蕊驚
＊ 篭
ｰ』 bﾆﾆ

二』 ﾆﾖ

: 割 iE

$ 蝿

か
ん
た
ん
な
手
続
き
で
、
で
き
ま
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
加
入
さ
れ
ま
す

よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
自
分
が
病
気

や
ケ
ガ
を
し
た
場
合
は
、
障
害
年
金
が

ま
た
、
ご
主
人
が
万
一
の
場
合
は
、
厚

生
年
金
保
険
な
ど
か
ら
遺
族
年
金
、
国

民
年
金
か
ら
母
子
年
金
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

保
険
料
は
月
額
１
，
１
０
０
円
（
副
年

４
月
１
，
４
０
０
円
）
予
定
で
三
カ
月

分
づ
つ
を
市
役
所
の
窓
口
ま
た
は
、
指

定
金
融
機
関
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す一一

》
認
早
春
の
頃

琴
蕊
顎鐸

絵
と
文
伊
藤
龍
馬

蕊
安
良
川
の
坂
を
上
り
‐
つ
め
る
と

肝
鍬
榊
雑
則

輔
沖
洋
叩溌

ブ
ル
ー
に
染
つ
た
土
岳
を
背
景

蕊
に
、
秋
山
、
島
名
の
集
落
が
目
に
一

戦
朝
＃
Ⅱ

一

跡
叫
斗
半
抽溌

入
る
。

辮
咄
最
近
は
こ
の
あ
た
り
も
都
市
化
一

癖
翻
燕識

が
進
ん
で
、
萱
葺
の
農
家
な
ど
見
一一

議
ら
れ
な
く
な
り
、
農
村
風
景
も
味

熱
気
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
だ
寒

《

鐙
く
て
梅
の
蕾
も
堅
か
っ
た
が
、
ど
一一

一

峠

嶋

帰燕
こ
か
で
早
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て

》
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

一 …

国
民
年
金
の
加
入
は
国
民
年
金
係

ホ
内

騨
鴬
騨

ス
勾
卿
チ

I
I で一へ二一

○
吉
田
理
容
支
店
Ⅱ
東
本
町

店
内
募
金
箱
８
，
５
４
５
円

○
立
正
佼
成
会
高
萩
支
部
青
年
部

歳
末
街
頭
募
金
５
０
，
０
２
０
円

○
高
萩
市
文
化
ク
ラ
ブ
一
同

歳
末
バ
ザ
ー
益
金
７
．
３
０
０
円

○
日
本
加
工
製
紙
青
年
婦
人
部
Ⅱ
ク
リ

ス
マ
ス
・
ハ
ー
テ
イ
募
金

の
ご
厚
意
に
よ
り
目
標
額
１
２
０
万
円

を
１
４
２
．
９
％
の
達
成
率
で
１
７
１

万
５
，
２
２
０
円
（
哩
月
翠
日
現
在
）

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
医
療
、
児
童
、
養
老
な

ど
の
福
祉
施
設
や
め
ぐ
ま
れ
な
い
ひ
と

び
と
に
贈
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
保

険
料
を
滞
納
し
て
お
き
ま
す
と
、
老
令

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
不
幸

に
し
て
身
体
障
害
者
や
母
子
世
帯
に
な

っ
た
と
き
に
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
た

保
険
料
は
早
急
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

弾

歳
末
助
け
合
い
あ
り
が
と
う

１
４
２
．
９
％
の
達
成
率

歳
末
助
け
合
い
運
動
は
、
ゑ
な
さ
ま

鰄

釜
呈
忌

あ
ｎ
が
と
う

和

リ
猛
火
天
一
一
沖
シ
テ
家
屋
包
マ
ル
ヲ
校

史
塑
窯
諜
溌
蕊

川
、

十
田

州
戎
塑
、
月
志
十
一
蒔
二
至
り
愈
々
盛
ナ
リ
。
敵
機
ノ

壁
催
岼
壱
尚
飛
来
セ
リ
。
日
立
ヨ
リ
北
二
向
ヒ
テ

珪
文

州
＃

”
Ｉ
、

小
木
津
、
川
尻
、
伊
師
浜
、
磯
原
、
高

十

川
Ｌ
ｕ
▼

Ｍ
，
匂
ｖ
二
萩
ノ
順
二
投
弾
セ
リ
。
カ
ク
ン
テ
ニ
十

嘩
吟
卜
⑤
和
日
ノ
朝
ヲ
迎
フ
．

昭
こ
の
夜
の
空
襲
に
よ
る
火
災
は
二
十

叩
昭
和
二
十
年
七
月
十
九
日
は
、
高
萩
日
午
後
四
時
ご
ろ
に
鎮
火
し
、
罹
災
者

西

畑
市
の
人
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
は
二
、
五
○
○
人
に
達
し
た
。
家
を
焼

御
で
き
な
い
日
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
か
れ
た
人
灸
は
、
高
萩
国
民
学
校
の
三

イ
カ
の
爆
撃
機
Ｂ
”
に
よ
る
焼
夷
弾
攻
撃
教
室
に
宿
泊
し
、
町
当
局
は
給
食
や
見

伽
を
う
け
、
高
萩
町
中
心
街
の
大
半
が
焼
舞
金
を
贈
っ
て
援
助
に
努
め
た
。
そ
れ

岬
失
し
た
の
で
あ
る
。
当
日
の
状
況
を
「
に
し
て
も
、
空
襲
下
に
身
を
挺
し
て
学

州
高
萩
小
学
校
沿
革
史
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
校
を
護
っ
た
教
師
は
立
派
だ
っ
た
。

郊
う
に
記
し
て
い
る
。

刊

恥
七
月
十
九
日
、
警
戒
警
報
発
令
、
児

翌
旱
一
帰
宅
ヲ
命
ズ
。
第
一
時
限
後
ナ
リ

州
此
ノ
日
ノ
高
萩
〈
永
久
一
一
忘
レ
得
ズ

伽
焼
夷
弾
攻
撃
ヲ
受
ケ
タ
ル
日
ナ
リ
。

州
午
後
十
一
時
ナ
リ
．
花
園
教
頭
、
荒

胴
宿
訓
導
〈
町
ノ
南
北
一
・
五
キ
ロ
二
渡

１
７
，
７
２
３
円

○
高
萩
中
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
Ⅱ
手
の
不
自
由

な
人
の
美
術
絵
は
が
き
販
売
益
金

１
６
，
１
３
０
円

○
宇
野
石
油
店
Ⅱ
店
内
募
金
瓶

５
２
２
９
円

○
高
萩
土
木
事
務
所
親
和
会
Ⅱ
交
通
遺

児
身
障
児
の
た
め
１
円
募
金

２
，
２
４
８
円

○
本
町
商
店
会
Ⅱ
初
売
チ
ャ
リ
テ
ィ
募

金
６
，
４
３
０
円

○
松
岡
小
学
校
児
童
会
Ⅱ
校
内
年
賀
は

が
き
販
売
益
金
１
１
３
７
５
円

、

9

ー

ゴ
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翻匹
一郵便料金が

D ■ さ 』L

－1月25日から変ります

○通常郵便物の料金

謹類内 冒重 量料 金’
25グﾗﾑまで 50円 ｜

定形郵便物
50グラムまで 60円

毒一河 ゞ 50グラムまで 100円

50グラムまで

50グラムまで

F交通事故証明書の－1
－申請は郵便局から－

交通事故証明書は

郵便局から申請できるように

なりました。

○交通事故証明害の発行方法が変わりま

した。

交通事故証明書は、昨年まで警察署が

発行していましたが、 1月より新設の

自動車安全運転センター茨城県事務所

が発行することになりました。

○お近くの郵便局から申し込承ください

一『 証明書は郵便で届けられます。
証明書の必要な方は、 まず申請書（警

察署、派出所、駐在所などにありま

す）をもらって、近くの郵便局から手

数料を添え郵便振替の方法でセンター

事務所に申請してください。証明書が

お宅まで郵送されます。直接センター

事務所で申請された場合は窓口でお渡

しします

○無事故、無違反などの証明書もセンタ

ー事務所で発行します。

○センター所在地

水戸市三ノ丸1－5－38

茨城県警察本部内 ．

自動車安全運転センター

茨城県事務所 力、
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定形外郵便物 100グラムまで ’ 140円

250グラムまで ’ 200円
．. |‐ 50円

第 1種

郵 便 害簡

g一般市民相談･毎日、市民相談室 ｜
市政に対する苦情、要望など

O行政相談毎月第2、第4木曜日

午後1時から3時市民相談室

役所に対する苦情、相談ごと b

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時

から3時研修会館家庭内のこと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1

時から3時、研修会館、児童の心

配ごと

○交通事故相談毎月第2水曜日午

前10時から4時、中央公民館、交

通事故専門の相談

○健康相談毎週土曜日午前9時か

．ら12時まで市役所分庁舎（健康

相談室）市の保健婦による相談

妊娠中のこと、産後のこと受身体

の健康に不安な方など

○ねんきん相談第3週水曜日､午前

’0時から午後2時まで市商工会館

厚生年金などに関する相談

唱驚変霊鴛澤蝿鍛
から3時30分まで､保健所《卿辰一＝
中のこと、安産、産後、保健育児 、

のことについて

○三才児健康診査‘第4木曜日、午

後1時から3時まで､保健町、個人‘

通知を受けて未受診者 ＝

｜定形
25グラムまで

50グﾗﾑまで
市内特別郵便トー

定形外延夛皇至物
100グラムまで

40円

50円

、80円

． 1 15円

20円

｜

通常は が き

’
40円

:20円

－
第2種 往復はがき

小包はが き ｜ ・里U門

1 -無料法律の
－巡 回 相談

－」

水戸弁護士会の無料巡回法律相談が行

なわれます。お気軽にご相談ください。

○日時2月26日午前10時～午後3時

○場所中央公民館中会議室

○担当弁護士、樮山隆徳、若林弥太郎

江橋湖三郎、安徹のみなさん。

－2月29日に茨城県可Lオリエンテーリング大会一
茨城県OL大会が開催されます

期日 2月29日（日）

場所高萩大心苑

問合せ市教育委員会社会教育課

電話（3） 1131

－もえないゴミの収集日

｝

一「運転免許証の更新－－は忘れず期限内に 」ー

(2．3月）－
免許証の有効期限が切れて失効する方

が最近、多くなりました。

免許証は各,々が必要に迫られ一生けん

めい勉強して、取得した大切なものであ一

りますので、時には有効期限の確認をさ

れるよう、お願いいたします。

期限が一日でも切れますと、所在の警

察署で、更新手続きが出来なくなり、県

免許課まで出向き、新免許が出来るまで

は無免許で、車の運転は出来ません。
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苛
号

市の人口と世帯数 ；号

畠 男

1月1日現在 前月比 皇＝

； 人ロ 31， 133人 （増64） 弓
二 三

皇 男 15，215人 （増29） 皇
ミ

畠 女 15，918人 （増35） 亨
君 三

亀世帯 8，552世帯 （増25） 含
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地 区 名 2月 3月

秋山、島名、北方 19 15

大能、中戸川,福平,若栗18 16

上君田、下君田、横川 18 17

高浜町、東本町 20 19

有l ﾘ1町、肥前町 7．21 22

安良川 9．23 8．24

本町、大和町、春|ﾖ町 10･24 9．23

駒木原、石滝、高戸．
12．25 10．25

行人塚、石河原

上手綱、下手綱、赤浜 14．28 13．26

お年玉つき年賀
はがき当選番号
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◇1等(6， 100本）

斬りたたみ式［j幅酬

AB共通 S1761O
OBB177

Aのみ 24591 1
◇2等〔33,000本）

腕時計． (下5ケタ）
AB共通 25BO7
Aのみ 5957○
◇S等〔560,000本）
封筒とグリーティングカ

ードのセット(下3ケタ）
AB共通712442
◇4等（8,400,000本）
お年玉切二手シート

〔下2ケタ）

AB共通B47740
【注】Aは11円、Bは10円
はがき _’

’

【便利メモ】 タバコの吸いガラを水にとかし、筆で草花の葉にぬります。油虫などの虫よけに効果があります。
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